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結び目とは，3次元空間に埋め込まれた１次元球面であり，２つの結び目が連続
な変形で移りあうときそれらは同値であるという。また，同値な２つの結び目は
それらの射影図にライデマイスター変形（R�）,（R�）,（R�）と呼ばれる変
形を有限回繰り返して一方が他方へ移り合える。
カンドルXとは次の性質を満たす２項演算を持つ集合である。

(Q1) 任意の a ∈ Xに対し，a ∗ a = a

(Q2) 任意の b, c ∈ Xに対し，a ∗ b = cを満たす aが唯一つ存在する。

(Q3) 任意の a, b, c ∈ Xに対し，(a ∗ b) ∗ c = (a ∗ c) ∗ (b ∗ c)

この性質において，(Q1)は (R�)に，(Q2)は (R�)に，(Q3)は (R�)に対応し
ているものである。
これらを使うことでさまざまな不変量を定義できる。例えば，fundamental quan-

dle や，カンドルホモロジー，カンドルコホモロジーを使って定義されるステイト
和などがある。
今後の研究課題として，カンドルとそれを使った結び目不変量についてたくさ
んのことを学び，また，結び目についての知識も広げていきたいと思います。
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